
５
月
１
日
、
第

94回
メ
ー

デ
ー
が
県
内
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
愛
媛
中
央
メ
ー

デ
ー
に
は
約
１
３
０
人
が
参

加
。
決
意
表
明
の
１
人
と
し

て
、
県
本
部
森
賀
委
員
長
が

「
西
予
市
立
病
院
の
指
定
管

理
問
題
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
改
善
、
子
ど
も
た
ち
に

も
う
一
人
保
育
士
を
」
の
と

り
く
み
に
つ
い
て
発
言
し
、

参
加
者
に
訴
え
ま
し
た
。
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
軍
事
費
を
削
っ
て
、
い
の

ち
・
く
ら
し
・
教
育
・
福
祉

に
ま
わ
せ
」
「
地
域
の
公
共

を
私
た
ち
の
手
に
取
り
戻
す

運
動
を
」
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
な
ど
の
格
差
是
正
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
、
長
時

間
労
働
の
解
消
求
め
る
」

「
持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ

職
場
・
地
域
で
声
を
あ
げ
行

動
を
」
な
ど
の
メ
ー
デ
ー
宣

言
を
採
択
。
伊
予
労
連
の
久

保
議
長
（
伊
予
市
職
労
委
員

長
）
が
閉
会
あ
い
さ
つ
、
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
集
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
メ
ー
デ
ー

集
会
後
、
松
山
市
駅
前
に
移

動
し
、
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

第

94回
新
居
浜
地
区
メ
ー

デ
ー
が
行
わ
れ
、
９
時
開
始

で
各
団
体
か
ら
総
勢
約

60人

が
参
加
。
実
行
委
員
長
あ
い

さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
新
居
浜
市
職
労
か
ら
は

帆
谷
執
行
委
員
長
が
「
職
場

環
境
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
、

明
る
く
生
活
し
や
す
い
新
居

浜
市
を
目
指
し
て
今
後
も
奮

５
月
３
日
『
愛
媛
憲
法
集

会
』
が
松
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約

７
０
０
人
が
参
加
。
午
前
中

は
「
平
和
の
ひ
ろ
ば
」
を
行

い
、
物
品
・
書
籍
販
売
な
ど

多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
集
会
で
は
、
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
井
口
秀
作
代
表
委

員
（
愛
媛
大
学
教
授
）
が

「
憲
法
を
形
骸
化
す
る
動
き

が
あ
る
が
、
憲
法
は
死
ん
で

い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
憲
法

改
正
の
動
き
が
執
拗
に
出
て

く
る
。
憲
法
は
社
会
に
活
か

す
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
あ
っ

て
初
め
て
実
態
を
持
つ
。
憲

法
を
守
る
た
め
に
力
を
合
わ

せ
よ
う
」
な
ど
あ
い
さ
つ
。

落
合
恵
子
氏
（
作
家
、
ク
レ

ヨ
ン
ハ
ウ
ス
主
宰
）
が
記
念

講
演
し
、
先
日
亡
く
な
っ
た

愛
媛
県
出
身
の
大
江
健
三
郎

氏
と
の
思
い
出
に
も
触
れ
、

「
大
江
さ
ん
が
憲
法
を
守
る

こ
と
に
つ
い
て
『
憲
法
を
守

る
と
い
う
運
動
を
私
は
守
る
。

そ
れ
は
日
本
人
が
最
も
上
等

な

70年
の
間
に
鍛
え
ぬ
い
た

一
番
上
品
な
習
慣
で
は
な
い

か
と
思
う
』
と
話
し
た
が
、

私
も
そ
う
思
う
」
と
語
り
ま

し
た
。
ま
た
「
大
事
な
仕
事

は
次
の
世
代
へ
バ
ト
ン
を
渡

す
こ
と
」
と
し
「
３
・
５
％

の
人
が
変
わ
れ
ば
社
会
は
必

ず
変
わ
る
。
私
た
ち
が
も
っ

と
動
け
ば
変
え
ら
れ
る
」
な

ど
話
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
宣

言
採
択
後
、
憲
法
ア
ピ
ー
ル

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

闘
し
て
い
き
ま
す
」
と
決
意

表
明
。
そ
の
後
「
地
域
の
公

共
を
私
た
ち
の
手
に
取
り
戻

す
こ
と
、
不
公
平
税
制
の
是

正
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実

現
、
長
時
間
労
働
の
解
消
」

を
目
標
に
、
「
全
て
の
労
働

者
・
県
民
が
連
帯
と
共
同
の

力
を
発
揮
し
、
安
心
・
安
全

な
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
「
第

94回
新

居
浜
地
区
メ
ー
デ
ー
宣
言
」

を
採
択
し
デ
モ
行
進
し
ま
し

た
。内
子
町
職
な
ど
が
参
加
す

る
「
第

94回
内
山
地
区
統
一

メ
ー
デ
ー
大
会
」
が
行
わ
れ
、

地
域
の
自
治
労
連
、
農
民
連

な
ど
の
労
働
組
合
と
各
団
体

か
ら
約

28人
の
参
加
が
あ
り
、

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
・
同
医
療
介

護
支
部
は
４
月

16・

17日
と

「
指
定
管
理
者
制
度
学
習
会
」

を
宇
和
・
野
村
会
場
で
開
催

し
、
各
日
約

40人
が
参
加
。

は
じ
め
に
西
予
市
職
労
上
甲

委
員
長
が
「
働
く
人
と
住
民

不
安
を
あ
お
る
指
定
管
理
提

案
が
突
然
あ
っ
た
。
組
合
と

し
て
撤
回
を
要
求
し
活
動
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
あ
い
さ

つ
。
県
本
部
森
賀
委
員
長
が

「
公
立
病
院
医
療
提
供
体
制

確
保
支
援
事
業
（
指
定
管
理

者
制
度
）
の
問
題
点
」
に
つ

い
て
説
明
。
自
治
体
病
院
で

は
公
的
役
割
の
低
下
、
不
採

算
部
門
切
り
捨
て
な
ど
医
療

水
準
の
低
下
、
職
員
の
分
限

免
職
に
よ
る
解
雇
や
労
働
条

件
の
大
幅
な
切
り
下
げ
の
危

険
な
ど
を
話
し
、
労
働
組
合

と
し
て
、
病
院
が
果
た
す
地

域
で
の
役
割
、
直
営
で
こ
そ

果
た
せ
る
役
割
を
伝
え
、
具

体
的
問
題
点
を
住
民
に
も
明

ら
か
に
し
、
住
民
共
同
の
と

り
く
み
が
必
要
な
ど
説
明
。

続
い
て
、
あ
ま
市
民
病
院
職

員
労
組
の
見
田
前
執
行
委
員

長
（
自
治
労
連
愛
知
県
本
部
）

か
ら
「
『
地
域
医
療
振
興
協

会
』
で
病
院
は
ど
う
な
る
の
」

を
テ
ー
マ
に
報
告
。
あ
ま
市

民
病
院
は

17年
に
西
予
市
で

提
案
さ
れ
て
い
る
「
地
域
医

療
振
興
協
会
」
が
指
定
管
理

を
受
け
た
病
院
。
団
体
交
渉

を
重
ね
、
労
働
条
件
確
保
に

と
り
く
み
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
こ
と
や
現
在

の
課
題
と
良
い
点
・
悪
い
点

な
ど
も
報
告
し
ま
し
た
。
最

後
に
津
島
吉
田
病
院
局
労
組

の
石
村
書
記
長
が
「
宇
和
島

市
立
吉
田
病
院
を
存
続
・
充

実
さ
せ
る
会
と
労
働
組
合
」

と
し
て
公
立
病
院
を
守
る
運

動
の
教
訓
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

『
吉
田
病
院
を
存
続
・
充
実

さ
せ
る
住
民
の
会
』
を
結
成

な
ど
活
動
を
紹
介
。
「
誰
か

が
ど
う
に
か
し
て
く
れ
る
と

思
っ
て
い
れ
ば
望
ん
で
な
い

形
に
な
る
。
当
事
者
が
困
り

ご
と
を
訴
え
る
こ
と
が
大
事
」

「
デ
ー
タ
を
作
り
、
住
民
と

と
も
に
地
域
づ
く
り
を
」
な

ど
話
さ
れ
ま
し
た
。

４月18日「西予市立

病院などを守る会」の

設立総会が西予市内で

開催され、住民約100人

が参加。西予市の２病

院１施設（西予市民病

院・野村病院・つくし

苑）を早ければ2025年度から指定管理者制度の導入に対

して、検討中止を求める目的で住民有志らが立ち上げた

もの。総会では河野会長から設立に至った経緯について

「西予市は指定管理に向けた国の支援制度を２月に既に

申請済みで、住民への説明は申請後の事後報告だった。

説明会では住民から多くの疑問や反対の意見が出たにも

かかわらず、民営化を推し進める説明に終始していて民

主的とは言えない」など説明。さらに「住民の財産でも

ある公立病院などに対して、私たちが求めるものは民営

化ではなく医療の安定的なサービス提供と医療体制の拡

充だ」として署名活動への協力を呼びかけました。

連帯あいさつでは西予市職労医療介護支部から「職員

としても突然の民営化方針の発表に驚きと戸惑いがある。

西日本豪雨災害時やコロナ禍での大変な時期をようやく

乗り越えられそうな矢先の話で、退職を検討する者も出

てきているが、地域住民からの病院を守りたい熱い思い

も聞けたので、利用者のためにも民営化阻止に向けてが

んばりたい」と発言がありました。

（１） 第５５６号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２３年 ５月２０日

第 ５５６ 号

日 程

【６月】

２ 平和行進愛媛実行委員会

３ 全国書記交流集会（web）

10 県本部拡大執行委員会

15 自治労連共済実務担当者

会議（web会議）

17 いのちと健康守る中四ブ

ロックセミナー（岡山～18）

全労連青年部ユニアカ

in愛知（～18）

18 平和行進愛媛コーススター

ト（香川県境）

23 第四次最賃デー

24 自治労連社会保障集会

25 えひめ母親大会（松前）

【７月】

２ 平和行進愛媛コース終結

（高知県境）

８ 原水爆禁止四国大会

（えひめ共済会館～９）

14 自治労連全国将棋大会

（東京～15）

第五次最賃デー・厚労省・

人事院包囲行動

15 県本部定期大会（松山）

2023全国青年のうたごえ

祭典inえひめ（松山～17）

愛媛中央メーデー

新居浜地区メーデー

内山地区統一メーデー



伊
予
市
職
労
は
４
月

18日
、

「
『
知
っ
て
お
き
た
い
私
の

給
与
と
休
暇
』
学
習
会
」
を

開
催
し
、

16人
が
参
加
。
新

採
職
員
の
最
初
の
給
与
支
給

日
を
前
に
、
給
与
明
細
の
見

方
、
有
給
休
暇
の
日
数
と
具

体
的
な
取
り
方
、
な
ど
を
説

明
。
「
給
与
」
は
久
保
委
員

長
か
ら
、
「
休
暇
」
は
相
田

副
委
員
長
か
ら
や
さ
し
く
わ

か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
「
（
新
採
職
員
が
）

聞
い
て
み
た
い
こ
と
・
今
苦

労
し
て
い
る
こ
と
」
の
時
間

も
も
う
け
、
組
合
の
先
輩
か

ら
「
民
間
か
ら
伊
予
市
に
転

職
し
た
が
休
暇
は
市
の
方
が

取
り
や
す
い
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
学

習
会
を
進
め
、
会
が
終
わ
っ

た
後
も
、
参
加
し
た
新
採
職

員
と
先
輩
組
合
員
が
雑
談
す

る
な
ど
、
良
い
雰
囲
気
の
学

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
洲
市
職
労
は
４
月

20日
、

肱
川
支
所
の
会
計
年
度
任
用

職
員
を
対
象
に
賃
金
等
・
労

働
条
件
学
習
会
を
昼
休
み
に

開
催
し

12人
が
参
加
。
前
半

30分
は
、
県
本
部
森
賀
委
員

長
が
「
大
洲
市
会
計
年
度
任

用
職
員
賃
金
等
・
労
働
条
件

一
覧
表
」
に
基
づ
き
、
改
定

さ
れ
た
賃
金
表
、
職
種
ご
と

の
基
礎
号
給
（
初
任
給
）
と

最
高
号
給
、
各
種
手
当
、
休

暇
制
度
の
概
要
、
ま
た
、
組

合
が
勝
ち
と
っ
て
き
た
権
利

や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
説

明
し
、
そ
の
後
、
質
問
・
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
当

事
者
か
ら
出
さ
れ
た
訴
え
に

対
し
て
、
い
ず
れ
の
課
題
も

労
働
組
合
に
結
集
し
て
要
求

す
る
こ
と
で
改
善
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
参
加

者
全
員
に
、
組
合
加
入
を
強

く
訴
え
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
５
月

15日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

13人

が
参
加
。
最
初
に
、
愛
媛
合

唱
団
青
年
部
の
上
田
さ
ん
が

７
月

15～

17日
松
山
市
で
開

催
さ
れ
る
「
全
国
青
年
の
う

た
ご
え
祭
典
㏌
え
ひ
め
」
を

紹
介
し
、
音
楽
会
参
加
と
開

催
支
援
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

活
動
経
過
で
は
、
メ
ー
デ
ー
、

憲
法
集
会
な
ど
へ
の
参
加
を

報
告
。
組
織
拡
大
で
は
、
新

採
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職

員
の
組
合
加
入
が
報
告
さ
れ
、

新
採
保
育
士
に
も
元
組
合
役

員
が
コ
ツ
コ
ツ
と
保
育
所
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
面

の
と
り
く
み
で
は
、
県
本
部

野
球
大
会
の
チ
ー
ム
参
加
と

ス
タ
ッ
フ
協
力
、
県
本
部
統

一
要
求
書
提
出
の
参
加
者
を

確
認
。
最
後
に
、
県
本
部
か

ら
「
自
治
労
連
共
済
・
組
織

共
済
の
４
月
制
度
改
定
」
と

「
３
年
間
の
県
本
部
サ
ポ
ー

ト
制
度
」
に
つ
い
て
報
告
し

学
習
。
「

55歳
祝
金
給
付
は

組
合
員
誰
も
が
対
象
と
な
る

の
で
い
い
か
も
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
５
月
９

日
、
婦
人
部
新
採
歓
迎
昼
食

会
を
４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

し
ま
し
た
。
昼
休
み
に
、
女

性
組
合
員
と
女
性
新
採
職
員

合
わ
せ
て
約

70人
が
集
ま
り
、

お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
交
流

し
ま
し
た
。
婦
人
部
代
表
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
新
採
さ
ん

に
１
人
ず
つ
自
己
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
採
さ

ん
は
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

質
問
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
」

な
ど
、
前
向
き
な
抱
負
を
発

言
。
そ
の
後
、
先
輩
か
ら
の

歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、
花
束

を
贈
呈
。
職
場
の
先
輩
か
ら

の
お
花
を
う
れ
し
そ
う
に
受

け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
お
弁
当
に
付
い
た
く
じ
引

き
で
当
た
っ
た
人
に
婦
人
部

代
表
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

し
ま
し
た
。
お
昼
休
み
の
限

ら
れ
た
短
い
時
間
で
し
た
が
、

和
気
あ
い
あ
い
と
食
事
し
な

が
ら
交
流
で
き
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
５
月

12

日
夕
方
「
青
年
部
新
採
歓
迎

会
」
を
開
催
し

52人
（
新
採

11人
）
が
参
加
。
新
採
職
員

が
趣
味
な
ど
交
え
て
自
己
紹

介
。
続
い
て
、
青
年
部
よ
り

『
組
合
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
』

か
を
紹
介
し
、
「
い
ち
ご
狩

り
や
Ｕ
Ｓ
Ｊ
ツ
ア
ー
を
行
っ

て
い
る
」
こ
と
な
ど
を
説
明
。

続
け
て
、
組
合
活
動
に
つ
い

て
の
Ｐ
Ｖ
を
上
映
し
、
加
入

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
最
後

に
「
３
択
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」

を
し
て
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ
ト

し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

執
行
部
か
ら
「
ぜ
ひ
組
合
に

加
入
し
て
い
た
だ
き
、
縦
と

横
の
関
係
を
増
や
し
て
、
市

役
所
で
の
仕
事
を
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ

か
ら
も
組
合
加
入
に
向
け
た

と
り
く
み
を
進
め
ま
す
。

西
予
市
職
労
は
新
採
職
員

の
組
合
勧
誘
に
つ
い
て
、
４

月
末
ま
で
に
対
象
者
ほ
ぼ
全

員
が
組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。

本
庁
お
よ
び
出
先
の
対
象
者

９
人
に
は
、
４
月
３
日
に
事

前
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、

そ
の
後

21日
か
ら
、
由
留
部

青
年
部
長
と
兵
頭
青
年
副
部

長
が
中
心
と
な
り
、
親
組
合

役
員
も
加
わ
り
、
対
象
者
１

人
ひ
と
り
に
て
い
ね
い
に
声

か
け
し
全
員
が
組
合
加
入
。

病
院
職
場
で
は
、
直
面
し
て

い
る
民
営
化
問
題
で
職
場
が

大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る

最
中
で
す
が
、
「
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
組
合
の
仲
間
を

増
や
そ
う
！
」
と
病
院
役
員

が
手
分
け
し
て
対
象
者
に
声

を
か
け
５
人
が
組
合
加
入
。

ま
た
、
市
民
病
院
で
は
、
組

合
未
加
入
者
か
ら
「
不
安
な

こ
と
が
多
い
の
で
組
合
に
加

入
し
た
い
」
と
病
院
役
員
へ

次
々
相
談
が
あ
り
、
正
規
職

員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
の

新
規
加
入
も
あ
り
ま
し
た
。

■
年
度
初
め
で
バ
タ
バ
タ
し

て
い
ま
す
。
い
つ
に
な
っ
た

ら
落
ち
着
く
こ
と
や
ら
…
。

（
愛
南
・
尾
川
）

■
今
年
も
桜
が
き
れ
い
で
し

た
。
愛
媛
に
も
た
く
さ
ん
桜

の
名
所
が
あ
り
ま
す
ネ
！
や
っ

ぱ
り
日
本
人
は
桜
で
す
。

（
周
桑
病
院
・
大
西
）

■
５
月
の
連
休
は
３
日
に
子

ど
も
に
ち
ら
し
寿
司
を
作
り
、

４
日
は
映
画
を
見
に
行
き
、

５
日
は
南
予
へ
旅
を
し
、
６

日
は
休
ん
で
、
７
日
の
最
終

日
は
玉
川
の
美
術
館
に
ピ
カ

ソ
な
ど
有
名
画
家
の
絵
を
堪

能
。
充
実
し
た
連
休
で
し
た
。

（
今
治
・
越
智
）

■
川
柳
に
「
つ
ま
ず
い
て
／

何
も
な
い
道
／
振
り
返
り
」

を
見
つ
け
ま
し
た
。
あ
る
あ

る
で
す
。
足
が
上
が
っ
て
な

い
…
気
を
付
け
よ
う
。

（
伊
予
・
水
元
）

■
先
日
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

を
買
い
ま
し
た
。
安
物
と
侮
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
な

か
な
か
悪
く
な
い
。
こ
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
こ
の
値
段
で
と

日
本
の
技
術
に
感
動
し
て
い

ま
し
た
が
、
中
国
製
で
し
た
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
息
子
の
大
好
き
な
ア
ン
パ

ン
マ
ン
つ
な
が
り
で
「
手
の

ひ
ら
を
太
陽
に
」
の
曲
も
大

好
き
で
す
！
歌
っ
た
ら
元
気

が
出
る
の
で
、
春
に
歌
い
た

く
な
る
曲
で
す
ね
。

（
西
予
・
金
繁
）

■
年
長
と
小
２
の
子
ど
も
が

目
黒
蓮
が
イ
ケ
メ
ン
と
聞
き

Ｔ
Ｖ
に
出
る
た
び
に
「
目
黒

蓮
や
～
」
と
言
っ
て
ま
す
。

年
長
児
は
「
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の

目
黒
蓮
！
」
と
ド
ヤ
顔
で
す

が
「
ス
ノ
ー
マ
ン
」
で
す
。

（
今
治
・
越
智
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５５６号

２０２３年 ５月２０日

■
５
５
４
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
テ
ノ
ヒ
ラ
ヲ
タ
イ
ヨ

ウ
ニ
」
（
手
の
ひ
ら
を
太
陽

に
）
で
し
た
。
正
解
は
５
通

で
し
た
。
正
解
者
の
な
か
か

ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬

称
略
）

大
西
京
子
（
周
桑
病
院
）

金
繁
芽
瑠
（
西

予
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

尾
川
勝
彦
（
愛
南
町
）

門
田
奈
央
（
愛
南
町
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
６
月

27日
【
発

表
】
５
５
８
号
（
７
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①愛媛県在住者に支給がない公務員手当の一

④芝居で、舞台の裏側で働く人

⑦それまであった物のところに他の物を入れ

る。Ｊ１・Ｊ２の○○○○戦

⑧貨幣の総称。○○○○感覚

⑨糸を切る。人間の犬歯は「○○○○歯」

【タテのカギ】

①弔慰の気持ちを表し遺族に贈るお金

②（四字熟語）危機的状況を一気に立て直す

③○○ト、○○ター、レイ○○ト

⑤（英語）才能。転じて芸能人を指すことも

⑥ＮＰＯ＝○○○○組織

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

付
け
た
ら
成
績
上
が
っ
て
ほ
し
い
…
に

し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


